
も り 

本誌は再生紙を使用しています。 

　今回は秋芳支所・秋山班の方々を紹介します。こ

の日は、手ノコによる枝打の作業中を暫く手を休め

てもらってのスナップです。皆さんは山の仕事専門

に20～40年のベテランばかりで造林、下刈、枝打、

除間伐となんでもこなされます。少々きつい労働に

も「自分たちの手入れをした木が育っていくのがな

んとも言えない楽しみ」と一様に口を揃えて言われ

るものの、作業班の高齢化のすすむなか、「厳しい

林業には、後継者が育たないのが唯一の悩みのタネ」

と一瞬真剣なまなざしとなって語る班長の秋山元さ

ん（写真右端から２人目。45才）。 

　班長自身、他の作業班で５年間、林業のノウハウ

を学んで独立し、すでに班長歴15年というキャリア

の持ち主。それに加え、班長という指導的立場から

育林技術士Ａ級の資格保持者でもある。また昨年11

月小郡町で開催された美祢・吉佐地区選木技術競技

大会では個人優勝を果たすなど選木技術の腕は抜群。

それを見込んでの指名も少なくないようです。 

　何事にも意欲的な秋山班長は「長い付き合いから、

お互いの気心も充分わかっているし、仕事がスムー

スにこなせる最大の秘訣は、班員全員のチームワー

クにある」と言い切る。秋山班14名のうち、７名に

は林業労働災害救命講習終了証が交付されています。

まず事故のないことを願い、班員全員の益々のご健

闘をお祈りします。 



　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
行
政
の

諸
施
策
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
林
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
年
二
月

二
日
に
、
美
祢
農
林
事
務
所
管
内
の
三
市
四

町
の
森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り
カ
ル
ス
ト
森

林
組
合
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ひ
と
え
に
県
ご
当
局
、
並
び
に
県
森
林
組
合

連
合
会
の
ご
指
導
、
ま
た
、
関
係
者
各
位
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
と
、
組
合
員
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
森
林
・
林
業

を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
、
外
材
の
輸
入
の
増
大

を
始
め
、
農
山
村
の
過
疎
化
、
林
業
従
事
者

の
減
少
・
高
齢
化
、
木
材
価
格
の
低
迷
等
、

一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
近
年
地
球
的
規
模
の
環
境
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
森
林
に
対
す

る
関
心
は
、
木
材
を
生
産
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
国
土
保
全
・
水
資
源
の
か
ん
養
・
保
健

休
養
の
場
の
提
供
等
、
森
林
の
持
つ
多
彩
な

諸
機
能
に
よ
せ
ら
れ
る
期
待
は
年
々
高
ま
り
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
、

森
林
組
合
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重
要
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合

が
誕
生
し
、
機
構
を
一
新
さ
れ
、
経
営
の
健

全
化
・
合
理
化
を
図
ら
れ
、
林
業
経
営
基
盤

の
強
化
が
整
い
ま
し
た
こ
と
は
、
林
業
振
興

の
拠
点
と
な
り
、
今
後
の
林
業
に
活
路
を
開

き
、
地
域
の
振
興
・
発
展
の
大
き
な
原
動
力

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
・
県
の
事
業
方
針
も
地
域
林
業

か
ら
流
域
林
業
へ
と
移
行
さ
れ
、
こ
の
合
併

を
契
機
に
流
域
林
業
振
興
の
中
核
的
担
い
手

と
し
て
、
川
上
と
川
下
の
連
携
を
取
り
、
ま

た
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
連
携
の
強
化
を
図

ら
れ
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
こ
の
広
報
誌
が
今
後
、
一
層
の
内
容
の
充

実
を
図
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
愛
読
さ
れ
ま

す
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
、
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
発

行
に
贈
る
言
葉
と
致
し
ま
す
。 

　
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
森
林

林
業
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別

の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
わ
が
国
の
林
業
・
木
材
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
は
、
す
で
に
御
承
知

の
と
お
り
で
、
林
業
生
産
活
動
は
総
じ
て
低

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の

多
く
が
、
間
伐
を
必
要
と
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
間
伐
必
要
面
積
の
約
半
分
程
度

し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
状
況
が
続
き
ま
す
と
、
木
材
の
生
産

の
み
な
ら
ず
、
水
源
か
ん
養
や
土
砂
流
出
防

備
等
の
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
に
も
支
障

が
出
て
き
ま
す
の
で
、
県
と
し
ま
し
て
は
、

間
伐
の
推
進
を
森
林
・
林
業
行
政
の
中
で
最

重
点
課
題
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
平
成
十
年
度
か
ら
間
伐
に
対
し
て
単
県
の

嵩
上
げ
措
置
を
し
、
間
伐
事
業
を
高
率
の
補

助
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
し
、
当
所
管
内
（
山

口
流
域
）
に
お
い
て
は
、
間
伐
推
進
５
高
運

動
（
高
材
質
・
高
収
入
・
高
公
益
的
機
能
発

揮
・
高
密
路
網
・
高
能
率
）
を
展
開
中
で
す
。

　
先
般
、
平
成
十
一
年
度
美
秋
材
等
山
口
流

域
良
質
材
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

出
品
材
の
多
く
は
、
品
質
的
に
他
の
地
域
に

負
け
な
い
立
派
な
も
の
で
し
た
。 

　
こ
の
品
評
会
に
よ
り
「
美
秋
材
」
と
し
て

の
品
質
は
あ
る
程
度
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
を
今
後
売
り
込
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
形
質
に
優
れ
利
用
価
値
の
高
い
木
材
を

安
定
的
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
今
の
段
階
で
は
、
間
伐
の
推

進
が
極
め
て
重
要
で
、
間
伐
推
進
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
も
『
間
伐
で
豊
か
に
育
つ
美
秋

材
』
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
ど
う
か
、
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
を
中
心
と

し
て
、
計
画
的
に
間
伐
が
推
進
さ
れ
ま
す
よ

う
組
合
員
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
当
た
り
、
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合

の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
組
合
員
の
皆
様

方
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
行
政
に
対
す
る
御

意
見
や
御
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
所
森

林
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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森林のたより 森林のたより 



複層林改良・残存木の中へ植林 

ハシゴを使って高所の枝打ち 

刈払機で不用木の除去 

11.11.10　林業労働災害救助訓練実施 

11.7.13　フレックス森林作業員現地講習 

11.11.3～7　常勤役職員中国植樹ボランティアの旅 

11.11.18　光市森林組合一行来訪 

11.11.30　美秋材等山口流域良質材品評会 

11.12.1　福岡県京築林業推進協議会一行来訪 

11.11.27　組合職員採用第１次試験 

11.7.28　第２回カルスト森林組合総代会 

森林のたより 森林のたより 



田中幸一さん（76才）Ｔ12年10月1日生 

所有林　人工林・8.5ha、天然林・1.5ha 

　田中さん宅を訪れる人がまず驚嘆する

のは、氏の居宅から一望できる裏山の美

林であろう。それはさしずめ、手入れの

行き届いた庭園といった趣向きである。

だから林業に関心の薄い人でも思わず引

き込まれてしまうほど魅力にあふれ、各

地から取り寄せられた品種の数々がひときわ光彩を放っている。 

　しかしながら、このような光景を目の前にして、振り返れば

専業林家として40年間研鑽を重ねたにもかかわらず、失敗も少

なからずあったと氏は率直に認める。だからこの裏山には、氏

によって選び抜かれた精英樹とともに、幾多の思い出が尽きな

い山林であり、氏にとり、後世に伝えるべくかけがえのない大

切な家宝なのである。田中さんはもともと徳島県那賀郡木沢村

の出身。縁あって昭和34年に一家をあげて美祢市へ移住。以後、

農林業を営み、現在に至る。氏の初期の植林は郷里の木頭杉が

大半を占めていたが、徐々に地元産、他県産の挿杉に移行し、

最近では桧の比率が高くなり、南郷・狗留孫桧などの挿桧も導

入されている。また氏の山林経営の特長は、保育や搬出作業の

効率を上げるため、随所にトップカー専用路が開設されている

ことで、その延長は1,500ｍにも及ぶ。 

　何といっても氏の最大の功績は、管内の林家が良質材生産の

技術を持ち合わせていなかった頃、自ら先進地に学びつつ、自

己の持つ知識や技術の普及活動につとめ、「美秋林業圏」振興

の旗手、指導者として貢献されたことではなかろうか。それら

がみごとに結実し、例年秋に「美秋材等山口流域良質材品評会」

を開催するまでに至ったのは、皆さん誰れしも認めるところで

ある。氏は長年、美祢市林業経営研究会長、美祢地区林業士会

長の職にあって多忙ではあるが、林業相談にも気軽に応じてい

ただける。お問い合わせは下記まで。 

〒759-2142　美祢市東厚保町川東2365　TEL0837-52-3753　 

地 区 名  

宇部市 
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小野田市 

〃  

〃  

〃  

美祢市 

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

田 中 　 治 栄  

金 子 　 幸 衛  

山 根 　 　 勲  

常 田 　 泰 雄  

渡 邊 　 恒 雄  

松 永 　 弘 之  

宇 山 　 新 次  

溝 部 　 千 春  

金 子 　 　 栄  

志 賀 　 英 治  

高 野   敏 克  

金 井 　 世 照  

内 藤 　 昭 夫  

金 澤 　 生 喜  

藤 井 　 芳 彦  

村 上 　 博 治  

師 井 　 昭 亮  

国 廣 　 　 登  

岩 永 　 幸 助  

田 中 　 敏 正  

長 田 　 捷 二  

長 田 　 　 清  

長 谷 川 元 久  

三 井 百 合 雄  

荒 川 　 宏 文  

岡 崎 　 昇 平  

利 重 　 一 人  

山 田 　 康 夫  

中 原 　 　 弥  

末 永 　 邦 治  

飯 田 　 哲 美  

橋 本 　 隆 次  

赤 間 　 重 男  

草 場 　 　 進  

西 村 　 久 之  

三 好 　 一 民  

井 上 　 嘉 稔  

別 府 　 達 弘  

野 原 　 　 博  

 

 

美祢市 

〃  
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〃  
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〃  
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〃  

阿 川 　 昭 司  

藤 恵 　 素 彦  

古 屋 　 達 之  

柴 崎 　 正 夫  

三 嶋 　 善 治  

内 海 　 重 弘  

篠 原 　 久 也  

岡 田 　 徹 生  

渋 谷 　 　 暁  

山 本 　 房 男  

河 野 　 康 彦  

竹 田 　 英 雄  

斎 藤 　 房 儀  

阿 部 　 　 智  

萬 代 　 真 男  

三 戸 　 一 彦  

石 田 　 真 彌  

山 本 　 　 勇  

柳 井 　 義 文  

鶴 井 　 武 士  

田 辺 　 　 茂  

斎 藤 　 　 博  

山 本 　 博 道  

岡 藤 　 泰 治  

吉 村 　 　 登  

西 岡 　 鉄 馬  

中 野 　 　 修  

吉 井 　 陽 治  

斎 藤 　 静 雄  

石 川 　 正 順  

吉 村 　 健 市  

田 中 　 幸 一  

岡 村 　 正 人  

吉 川 　 輝 夫  

佐 々 木 　 勉  

今 橋 　 節 子  

大 田 　 淑 克  

村 田 　 義 信  

西 嶋 　 謙 治  

 

美祢市 
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楠　町 
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山陽町 
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〃  

〃  

美東町 

〃  

高 橋 　 茂 雅  

馬 屋 原 真 一  

中 嶋 　 志 磨  

岩 本 　 哲 夫  

梶 山 　 正 信  

廣 瀬 　 義 光  

来 嶋 　 亀 夫  

村 上 　 勝 幸  

中 丸 　 久 次  

石 川 　 　 肇  

藤 本 　 富 秋  

田 中 　 建 夫  

坂 本 　 直 治  

松 田 　 栄 治  

岸 田 　 　 泰  

森 本 　 邦 男  

藤 田 　 昭 治  

西 村 　 信 雄  

吉 本 　 正 郎  

森 部 　 　 猛  

西 村 　 　 繁  

藤 本 茂 登 治  

河 口 　 高 明  

村 上 準 三 郎  

今 村 　 照 男  

坂 　 　 健 治  

久 芳 　 貞 男  

森 重 　 　 繁  

村 上 　 英 治  

中 村 　 　 勤  

加 藤 　 清 己  

植 村 　 義 信  

塩 田 　 誠 作  

藤 村 　 一 馬  

飯 田 　 　 誉  

中 村 　 敏 洋  

安 田 　 義 雄  

繁 岡 　 文 夫  

藤 田 　 　 弘  
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田 邉 　 範 久  

村 上 　 浩 一  

山 縣 　 幸 治  

堀 田 　 　 稔  

山 本 　 　 昇  

岡 村 　 佳 寿  

木 村 　 定 雄  

石 津 　 武 己  

田 辺 　 昭 穂  

上 田 源 治 郎  

瀧 山 　 勝 弘  

竹 元 　 保 美  

亀 田 　 成 一  

秋 里 　 勝 道  

和 田 　 米 寿  

植 田 　 英 文  

岡 崎 　 忠 雄  

大 野 　 重 治  

野 村 　 靖 幸  

倉 重 　 禎 治  

重 本 　 　 孝  

櫛 崎 富 士 夫  

宮 崎 　 敬 明  

永 久 　 孝 徳  

井 上 　 昭 人  

山 村 　 正 義  

長 嶺 　 敏 行  

清 水 　 武 男  

倉 重 　 保 一  

井 上 　 憲 郎  

瀧 田 　 信 彦  

長 井 　 隆 義  

佐 藤 　 勝 美  

又 野 　 正 二  

永 光 　 隆 昭  

河 村 　 　 栄  

河 村 　 正 吉  

倉 重 　 和 人  

森 重 　 　 博  
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藤 永 　 晃 司  

森 永 　 諭 吉  

田 村 　 　 勉  

長 尾 　 賢 一  

上 田 　 清 春  

上 利 　 武 文  

竹 田 　 安 夫  

上 利 　 和 馬  

原 川 　 貞 正  

上 利 　 泰 史  

杉 山 　 泰 男  

栗 田 　 幾 松  

藤 村 　 實 美  

浜 口 　 一 三  

滝 口 　 英 民  

倉 重 　 友 美  

篠 田 　 久 男  

小 田 村 明 正  

篠 田 　 　 潔  

阿 座 上 正 士  

福 田 　 一 郎  

金 子 　 篤 志  

斎 藤 　 一 美  

鹿 嶋 　 　 均  

篠 村 　 敬 子  

田 中 　 純 孝  

金 石 　 弘 士  

村 上 　 　 洋  

野 村 　 定 夫  

田 村 　 　 昭  

宮 崎 　 正 治  

後 藤 　 敏 勝  

西 村 　 英 樹  

杉 本 　 一 雄  

野 村 　 保 人  

小 川 　 芳 男  

井 上 　 和 夫  

総 代 氏 名  地 区 名  総 代 氏 名  地 区 名  総 代 氏 名  地 区 名  総 代 氏 名  地 区 名  総 代 氏 名  

森林のたより 森林のたより 

鹿児島県財部町森林組合の一行を迎えて 



も り 

本誌は再生紙を使用しています。 

　今回は秋芳支所・秋山班の方々を紹介します。こ

の日は、手ノコによる枝打の作業中を暫く手を休め

てもらってのスナップです。皆さんは山の仕事専門

に20～40年のベテランばかりで造林、下刈、枝打、

除間伐となんでもこなされます。少々きつい労働に

も「自分たちの手入れをした木が育っていくのがな

んとも言えない楽しみ」と一様に口を揃えて言われ

るものの、作業班の高齢化のすすむなか、「厳しい

林業には、後継者が育たないのが唯一の悩みのタネ」

と一瞬真剣なまなざしとなって語る班長の秋山元さ

ん（写真右端から２人目。45才）。 

　班長自身、他の作業班で５年間、林業のノウハウ

を学んで独立し、すでに班長歴15年というキャリア

の持ち主。それに加え、班長という指導的立場から

育林技術士Ａ級の資格保持者でもある。また昨年11

月小郡町で開催された美祢・吉佐地区選木技術競技

大会では個人優勝を果たすなど選木技術の腕は抜群。

それを見込んでの指名も少なくないようです。 

　何事にも意欲的な秋山班長は「長い付き合いから、

お互いの気心も充分わかっているし、仕事がスムー

スにこなせる最大の秘訣は、班員全員のチームワー

クにある」と言い切る。秋山班14名のうち、７名に

は林業労働災害救命講習終了証が交付されています。

まず事故のないことを願い、班員全員の益々のご健

闘をお祈りします。 


